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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と、（２）高級脂肪酸と、（３）平
均粒子径が０．２μｍ以下のシリコーン処理微粒子酸化チタンと、（４）カチオン界面活
性剤を純分として０．０１～３．０質量％とを含有し、
　前記両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤が、下記一般式（Ａ）で表されるアミ
ドベタイン型両性界面活性剤、下記一般式（Ｂ）で表されるアミドスルフォベタイン型両
性界面活性剤、下記一般式（Ｃ）で表されるベタイン型両性界面活性剤、下記一般式（Ｄ
）で表されるスルフォベタイン型両性界面活性剤、下記一般式（Ｅ）で表されるイミダゾ
リニウム型両性界面活性剤、下記一般式（Ｆ）で表される第三級アミンオキサイド型半極
性界面活性剤から選択した一種または二種以上であり、
　前記高級脂肪酸が下記一般式（Ｇ）であることを特徴とする水中油型乳化化粧料。
【化１】
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【化２】

【化３】

【化４】

【化５】

【化６】

（一般式（Ａ）～（Ｆ）中、Ｒ1は平均炭素原子数９～１７のアルキル基又はアルケニル
基、Ｒ2は平均炭素原子数１０～１８のアルキル基又はアルケニル基を表す。ｐは２～４
の整数であり、ｑは０～３の整数であり、ｚは１または２の整数である。）
　Ｒ3ＣＯＯＨ　　‥‥（Ｇ）
（一般式（Ｇ）中、Ｒ3は、平均炭素数７～２５の直鎖又は分岐鎖又は水酸基を有する飽
和、不飽和炭化水素である。）
【請求項２】
　（１）両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と（２）高級脂肪酸との配合割合（
質量比）が、（２）：（１）＝０．５：９．５～３：１であり、（１）両性界面活性剤及
び／又は半極性界面活性剤と（２）高級脂肪酸との合計配合量が０．１５～４．５質量％
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であることを特徴とする請求項１に記載の水中油型乳化化粧料。
【請求項３】
　カチオン界面活性剤が、アルキル鎖長が炭素数１２から２２の塩化アルキルトリメチル
アンモニウム、塩化ジアルキルジメチルアンモニウムから選ばれる一種または二種以上で
あることを特徴とする請求項１に記載の水中油型乳化化粧料。
【請求項４】
　さらに紫外線吸収剤を配合することを特徴とする請求項１に記載の水中油型乳化化粧料
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は水中油型乳化化粧料に関し、より詳しくは、安定で、みずみずしさ、滑らかさ
に優れ、高い紫外線防御効果をもつ、ファンデーション、化粧下地、プロテクター、サン
スクリーンなどに適する水中油型乳化化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水中油型乳化化粧料は、みずみずしい使用感を有するものの、化粧もちが悪い、紫外線
吸収剤を配合すると乳化状態が不安定になるため高いＳＰＦを持たせることができない、
粉末配合の場合、粉末の「きめ落ち」（ファンデーション等を皮膚に塗布した際、粉末が
皮溝に溜まり、肌のきめの粗さが白く目立ってしまう現象）を引き起こすことがあるなど
の問題点を有していた。
　近年、オゾンホールの破壊などの環境問題により、皮膚を有害な紫外線から守る必要性
が高まっており、高い紫外線防御効果をもつ化粧料のニーズが高まっている。従来高い紫
外線防御効果を有するものは一般に油性系の化粧料が多いため、べたつくなどの使用性上
の問題があり、みずみずしさ、なめらかさを持つ水中油型化粧料に紫外線吸収剤や紫外線
散乱剤を配合する試み（特許文献１、２参照）がなされてきた。
　しかしながら、高いＳＰＦを得るために、微粒子酸化チタン等の微粒子粉体を配合する
と、乳化系の安定性が損なわれることがあり、化粧持ちと安定性の更なる向上が望まれて
いた。すなわち、「みずみずしさ」「なめらかさ」などの使用感を備えつつ、さらに十分
な化粧持ち、仕上がり、安定性に優れる高ＳＰＦの乳化組成物を得ることは難しかった。
【０００３】
【特許文献１】特許第２９７２３４５号公報
【特許文献２】特開２００４－２３１５３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明者らは上記課題を鑑み鋭意研究を重ねた結果、シリコーン処理の微粒子酸化チタ
ンとカチオン界面活性剤を油相中に配合することによって、安定な水中油型化粧料が得ら
れることを見出し、本発明を完成するに至った。
　本発明の水中油型乳化化粧料は、上記のような極めてすぐれた物性を示すとともに、石
鹸で簡単に落とせるという特徴も持ち合わせている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、（１）両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と、（２）高級脂肪酸と
、（３）シリコーン処理微粒子酸化チタンと、（４）カチオン界面活性剤とを含有し、
　前記両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤が、下記一般式（Ａ）で表されるアミ
ドベタイン型両性界面活性剤、下記一般式（Ｂ）で表されるアミドスルフォベタイン型両
性界面活性剤、下記一般式（Ｃ）で表されるベタイン型両性界面活性剤、下記一般式（Ｄ
）で表されるスルフォベタイン型両性界面活性剤、下記一般式（Ｅ）で表されるイミダゾ
リニウム型両性界面活性剤、下記一般式（Ｆ）で表される第三級アミンオキサイド型半極
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性界面活性剤から選択した一種または二種以上であり、
　前記高級脂肪酸が下記一般式（Ｇ）であることを特徴とする水中油型乳化化粧料である
。
【０００６】
【化１】

【０００７】
【化２】

【０００８】
【化３】

【０００９】

【化４】

【００１０】
【化５】

【００１１】
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【化６】

【００１２】
（一般式（Ａ）～（Ｆ）中、Ｒ1 は平均炭素原子数９～１７のアルキル基又はアルケニル
基、Ｒ2は平均炭素原子数１０～１８のアルキル基又はアルケニル基を表す。ｐは２～４
の整数であり、ｑは０～３の整数であり、ｚは１または２の整数である。）
【００１３】
　Ｒ3ＣＯＯＨ　　‥‥（Ｇ）
【００１４】
（一般式（Ｇ）中、Ｒ3は、平均炭素数７～２５の直鎖又は分岐鎖又は水酸基を有する飽
和、不飽和炭化水素である。）
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の水中油型乳化化粧料は、みずみずしさやなめらかさなどの使用感触を示すとと
もに、化粧もちや紫外線防止効果などの機能性の点においても優れ、かつ安定性のよいも
のである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、本発明の最良の実施の形態について説明する。
＜両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤＞
　本発明で水中油型乳化組成物に配合される両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤
は、通常の化粧品基剤等に用いられる両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤の全て
を適用することができる。
【００１７】
　これらの具体例を挙げると、以下のとおりである。
（ａ）上記一般式（Ａ）で表されるアミドベタイン型両性界面活性剤〔市販品としてレボ
ン２０００（三洋化成製）、アノンＢＤＦ（日本油脂製）等が該当する〕、
（ｂ）上記一般式（Ｂ）で表されるアミドスルフォベタイン型両性界面活性剤〔市販品と
してロンザイン－ＣＳ（ロンザ製）、ミラタインＣＢＳ（ミラノール製）等が該当する〕
、
（ｃ）上記一般式（Ｃ）で表されるベタイン型両性界面活性剤〔市販品としてアノンＢＬ
（日本油脂製）、デハイントンＡＢ－３０（ヘンケル製）等が該当する〕、
（ｄ）上記一般式（Ｄ）で表されるスルフォベタイン型両性界面活性剤〔市販品としてロ
ンザイン１２ＣＳ（ロンザ製）等が該当する〕、
（ｅ）上記一般式（Ｅ）で表されるイミダゾリニウム型両性界面活性剤〔市販品としてオ
バゾリン６６２－Ｎ（東邦化学製）、アノンＧＬＭ（日本油脂製）等が該当する〕。
【００１８】
　また、半極性界面活性剤としては、上記一般式（Ｆ）で表される第三級アミンオキサイ
ド型半極性界面活性剤〔市販品としてユニセーフＡ－ＬＭ（日本油脂製）、ワンダミンＯ
Ｘ－１００（新日本理化製）等が該当する〕などが例示される。
【００１９】
　上記一般式（Ａ）～（Ｆ）中、Ｒ1 は平均炭素原子数９～２１のアルキル基またはアル
ケニル基、Ｒ2 は平均炭素原子数１０～１８のアルキル基またはアルケニル基を表す。ｐ
は２～４の整数であり、ｑは０～３の整数であり、ｚは１または２の整数である。また、
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Ｒ1は、平均炭素原子数１１～１７のアルキル基またはアルケニル基がより好ましく、平
均炭素原子数１１～１３のアルキル基またはアルケニル基が最も好ましい。平均炭素原子
数が９未満では、親水性が強すぎ複合体を形成しにくくなる。一方、２１を超えると、水
への溶解性が悪くなり複合体を形成しにくくなる。
【００２０】
　本発明においては、界面活性剤成分として、上記した両性界面活性剤および半極性界面
活性剤から任意に一種または二種以上を選んで用いることができる。また上記界面活性剤
類の配合量は、全成分中の純分として０．１～４．０質量％とする。この配合量が不足す
ると乳化性が悪くなり、多量過ぎるとべたつきが生じるなど、使用感触面での悪化や肌上
での撥水性発現にも悪影響を及ぼす。本発明の効果を充分に発揮させるには、０．５～３
．０質量％が好適である。
【００２１】
＜高級脂肪酸＞
　本発明で配合される高級脂肪酸としては、一般式がＲ3 ＣＯＯＨ（一般式（Ｇ））で表
される高級脂肪酸であって、通常の化粧品基剤等に用いられる高級脂肪酸の全てを適用す
ることができる。
【００２２】
　ここでＲ3 は、平均炭素原子数が７～２５の直鎖または分岐鎖の飽和もしくは不飽和炭
化水素基、または水酸基を有する飽和もしくは不飽和の炭化水素基であることが好ましい
。また、上記平均炭素原子数が９～２３であるものがより好ましく、上記平均炭素原子数
が１１～２１であるものが最も好ましい。平均炭素原子数が７未満では、親水性が強すぎ
るため複合体が形成されにくくなる。一方、平均炭素原子数が２５を超えると融点が高く
なるため、同じく複合体が形成されにくくなる。
【００２３】
　上記高級脂肪酸の具体例としては、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステア
リン酸、アラキン酸、ベヘン酸等の飽和脂肪酸；２－パルミトレイン酸、ペトロセリン酸
、オレイン酸、エライジン酸、リシノール酸、リノール酸、リノエライジン酸、リノレン
酸、アラキドン酸等の不飽和脂肪酸；イソステアリン酸等の分枝脂肪酸；１，２－ヒドロ
キシステアリン酸等のヒドロキシカルボン酸等が挙げられる。
【００２４】
　このうち特に、２－パルミトレイン酸、ペトロセリン酸、オレイン酸、エライジン酸、
リシノール酸、リノール酸、リノエライジン酸、リノレン酸、アラキドン酸、イソステア
リン酸、１，２－ヒドロキシステアリン酸が好ましい。
【００２５】
　また、安定性および皮膚刺激性の観点から、炭素原子数１８の飽和脂肪酸が好ましく、
中でも分岐を有するものが好ましく、メチル分岐を有する炭素原子数１８の飽和脂肪酸が
さらに好ましい。市販品としては例えば、イソステアリン酸（エメリ－＃８７１、＃８７
５（エメリ－社製））などが挙げられる。
【００２６】
　本発明においては、以上の高級脂肪酸のうちの任意の一種または二種以上が選ばれて用
いられる。本発明に用いられる脂肪酸の配合量は、純分として０．０５～４質量％であり
、配合量が不足しても、多量過ぎても安定性面での悪化をもたらす。本発明の効果を充分
に発揮させるには、０．１～３質量％が好適である。
【００２７】
　本発明で用いられる成分（１）の両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と、（２
）の高級脂肪酸とは両成分を配合することで、系中で複合体を形成し、安定化していると
考えられる。その複合体の詳細は、特開平６－６５５９６号公報に記載されている。配合
する際は、通常は両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と、高級脂肪酸とを別々に
配合し、系内で複合体とするのが一般的であるが、あらかじめ複合体としたものを配合し
てもよい。
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【００２８】
　本発明において、高級脂肪酸と界面活性剤との配合比は、高級脂肪酸：両性界面活性剤
及び／又は半極性界面活性剤の質量比が、純分として０．５：９．５～３：１、より好ま
しくは、１：９～１：１となるようにするのが安定性の点でよい。
【００２９】
　上記界面活性剤成分と高級脂肪酸の配合量は、界面活性剤純分と高級脂肪酸純分の合計
量として０．１５～４．５質量％とすることが好ましく、０．５～３．５質量％とするこ
とがより好ましい。０．１５質量％未満であると乳化物の安定性が悪化する。一方、４．
５質量％を超えて配合すると使用感触だけでなく、保存安定性、撥水性にも悪影響をもた
らすことがある。
【００３０】
＜シリコーン処理微粒子酸化チタン＞
　本発明で用いられるシリコーン処理微粒子酸化チタンは、平均粒子径が０．２μｍ以下
であるものが好ましい。
　本発明で用いられるシリコーン処理は、例えば微粒子酸化チタンの表面を、メチルハイ
ドロジェンポリシロキサン、ジメチルポリシロキサンなどのシリコーン化合物を用いて、
溶媒を使用する湿式法、気相法、メカノケミカル法などにより疎水化処理したもの、Ｓｉ
-Ｈ基を分子内に有するシリコーン化合物で酸化チタンの表面を処理し、ついで残存Ｓｉ-
Ｈ基に直鎖状或いは分岐状のアルキル基を導入する疎水化処理したもの等が挙げられる。
　疎水化処理としてシリコーン処理以外のもの、例えば脂肪酸処理されたものを用いた場
合には、乳化状態が不安定になる傾向があり、本発明のような安定な組成物をつくること
は困難である。またシリコーン処理されていない微粒子酸化チタンでは、安定な乳化物と
することが困難である。
【００３１】
　シリコーン処理微粒子酸化チタンの配合量は、３．０～２０．０質量％とすることが好
ましく、５．０～１５．０質量％とすることがより好ましい。３．０質量％未満であると
ＳＰＦ値が低すぎる。一方、２０．０質量％を超えて配合すると、のびの重さや塗布時の
白さを感じる。
【００３２】
＜カチオン界面活性剤＞
　本発明で用いられるカチオン界面活性剤は、アルキル鎖長が炭素数１２から２２の塩化
アルキルトリメチルアンモニウム、塩化ジアルキルジメチルアンモニウムから選ばれる一
種または二種以上であることが好ましく、具体的には、塩化ジステアリルジメチルアンモ
ニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム
等が挙げられる。これらは粉末を分散させ、より安定な乳化物を得るために必須の成分で
あるが、特に安定性、安全性の点で、塩化ジアルキルジメチルアンモニウムが好ましく、
特に、塩化ジステアリルジメチルアンモニウムが好適に用いられる。上記以外の分散剤で
は、安定な組成物は得ることが困難であった。
【００３３】
　本発明の水中油型乳化化粧料には、上記のカチオン界面活性剤を、純分として０．０１
～３．０質量％、好ましくは０.０５～１．０質量％配合する。さらに好ましくは、０．
０５～０．５質量％である。０．０１質量より少ない場合、或いは３．０質量％を超える
場合には安定性が十分でなくなる傾向がある。
【００３４】
＜その他＞
　さらに本発明の水中油型乳化化粧料には、ＳＰＦを向上させるための成分として紫外線
吸収剤を配合することが好ましい。かかる紫外線吸収剤としては、ｐ－アミノ安息香酸系
紫外線吸収剤、メトキシ桂皮酸系紫外線吸収剤、ジベンゾイルメタン系紫外線吸収剤、サ
リチル酸系紫外線吸収剤であり、かかる紫外線吸収剤の代表的な化合物を例示すれば以下
の通りである。
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【００３５】
（１）ｐ－アミノ安息香酸系紫外線吸収剤
　ｐ－アミノ安息香酸（以下ＰＡＢＡと略す）、ＰＡＢＡモノグリセリンエステル、Ｎ，
Ｎ－ジプロポキシＰＡＢＡエチルエステル、Ｎ，Ｎ－ジエトキシＰＡＢＡエチルエステル
、Ｎ，Ｎ－ジメチルＰＡＢＡエチルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルＰＡＢＡブチルエステル
、Ｎ，Ｎ－ジメチルＰＡＢＡアミルエステル、Ｎ，Ｎ－ジメチルＰＡＢＡオクチルエステ
ル
【００３６】
（２）メトキシ桂皮酸系紫外線吸収剤
　桂皮酸オクチルエステル、４－イソプロピル桂皮酸エチルエステル、２，５－ジイソプ
ロピル桂皮酸メチルエステル、２，４－ジイソプロピル桂皮酸エチルエステル、２，４－
ジイソプロピル桂皮酸メチルエステル、ｐ－メトキシ桂皮酸プロピルエステル、ｐ－メト
キシ桂皮酸イソプロピルエステル、ｐ－メトキシ桂皮酸イソアミルエステル、ｐ－メトキ
シ桂皮酸オクチルエステル（ｐ－メトキシ桂皮酸２－エチルヘキシルエステル）、ｐ－メ
トキシ桂皮酸２－エトキシエチルエステル、ｐ－メトキシ桂皮酸シクロヘキシルエステル
、ｐ－メトキシ桂皮酸ナトリウム、ｐ－メトキシ桂皮酸カリウム、ジ－ｐ－メトキシ桂皮
酸モノ－２－エチルヘキサン酸グリセリル
【００３７】
（３）ジベンゾイルメタン系紫外線吸収剤
　４－メトキシ－４’－ｔ－ブチルジベンゾイルメタン、４－メトキシ－４’－メトキシ
ジベンゾイルメタン、４－イソプロピルジベンゾイルメタン
【００３８】
（４）サリチル酸系紫外線吸収剤
　サリチル酸アミルエステル、サリチル酸メンチルエステル、サリチル酸ホモメンチルエ
ステル、サリチル酸オクチルエステル、サリチル酸フェニルエステル、サリチル酸ベンジ
ルエステル、サリチル酸エチレングリコール、サリチル酸ジプロピレングリコール、４－
メトキシサリチル酸
【００３９】
　また、その他の紫外線吸収剤として、２，４－ビス｛［４－（２－エチルヘキシルオキ
シ）－２－ヒドロキシ］フェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－エチルヘキシル）フェノキシ］－２Ｈ－ベン
ゾトリアゾール、アルキルアリール１，３－プロパンジオンシリコーン誘導体、オクトク
リレン、２，４，６－トリス｛ｐ－［（２’－エチルヘキシル）オキシカルボニル］アニ
リノ｝１，３，５－トリアジンなども挙げられる。
【００４０】
　本発明の皮膚外用剤に配合される紫外線吸収剤の配合量にはとくに限定はないが、一般
には水中油型乳化化粧料全量に対して０．１～８．０質量％、好ましくは１．０～５．０
質量％配合する。
【００４１】
　さらに、本発明の水中油型乳化化粧料には、他の共通のまたは特定の目的、例えば、Ｓ
ＰＦ向上や、使用性向上のための成分を１種以上含めることができる。これらの成分とし
ては、たとえば球状粉末が挙げられる。
【００４２】
　本発明の水中油型乳化化粧料には、さらにその他の化粧料に配合しうる成分を含めるこ
とができる。それらは、例えば、上述したもの以外の油分、保湿剤、分散剤、粉末、防腐
剤、香料、薬剤、増粘剤、色素、顔料、ワックスなどである。
【実施例】
【００４３】
　次に実施例を挙げ、本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれにより何ら限定さ
れるものではない。配合量は特記しない限り、その成分が配合される系に対する質量％で
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示す。なお、実施例４は本発明に含まれない参考例である。
【００４４】
実施例１　水中油型乳化化粧料（化粧下地）
（１）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　２０．６　質量％
（２）メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　５
（３）イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　１
（４）キャンデリラロウ　　　　　　　　　　　　　　２
（５）塩化ジステアリルジメチルアンモニウム　　　　０．２
（６）シリコーン処理微粒子酸化チタン　　　　　　１０
　（平均粒子径：０．０３～０．１μｍ、三好化成社製酸化チタンＳＡＳ－０１５）
（７）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　６
（８）メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（９）２－アルキルーN-カルボキシメチルーN－
　　　ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン　　５
　　　　　　　　　(純分３０％)
（10）イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　５０
【００４５】
（調整法）
　（１）～（５）に（６）を７０～８０℃で分散させ、油相部とする。(７）～（10）を
７０～８０℃で攪拌混合して水相部とする。
　油相部を水相部に加え乳化させ、乳化化粧料を得た。
【００４６】
実施例２　水中油型乳化化粧料（プロテクター）
（１）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　１７．６　質量％
（２）メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　５
（３）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　３
（４）イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　１
（５）キャンデリラロウ　　　　　　　　　　　　　　　２
（６）塩化ジステアリルジメチルアンモニウム　　　　　０．２
（７）シリコーン処理微粒子酸化チタン　　　　　　　１０
　（平均粒子径：０．０３～０．１μｍ、三好化成社製酸化チタンＳＡＳ－０１５）
（８）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　６
（９）パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（10）２－アルキルーN-カルボキシメチルーN－
　　　　ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン　　５
　　　　　(純分３０％)
（11）イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　５０
【００４７】
（調整法）
　実施例１と同様に製造したところ、実施例１よりもさらにＳＰＦの高い製剤が得られた
。
【００４８】
実施例３～６、比較例１～７、参考例
　表１～４に示すような配合処方により、実施例１，２と同様にして乳化化粧料を製造し
た。得られた各化粧料および実施例１，２の化粧料について、次のような方法で、（１）
安定性、（２）化粧もち、（３）ＳＰＦ、（４）使用性、（５）石鹸での落としやすさに
ついて評価した。
　その結果を表１～４に併せて示す。
【００４９】
評価方法
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　２０名の専門パネルによる使用テストを行い、各人の評価結果を平均した。
（評価基準）
　５点：非常によい
　４点：良い
　３点：やや良い。
　２点：普通
　１点：悪い
　０点：非常に悪い
【００５０】
（評価の表示）
　Ａ：４点以上
　Ｂ：３点以上、４点未満
　Ｃ：２点以上、３点未満
　Ｄ：１点以上、２点未満
　Ｅ：１点未満
【００５１】
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【表１】

【００５２】
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【表２】

【００５３】
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【表３】

【００５４】
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【表４】

【００５５】
※１：平均粒子径：０．０３～０．１μｍ、三好化成社製酸化チタンＳＡＳ－０１５
※２：平均粒子径：０．２～０．３μｍ、大東化成社製ＯＴＳ－Ｒ－ＫＢ－２
※３：平均粒子径：０．００５～０．０３μｍ、テイカ社製針状微粒子酸化チタン
※４：平均粒子径：０．００５～０．０３μｍ、大東化成社製ＯＴＳ－１１
【００５６】
実施例７　水中油型乳化化粧料（プロテクター）
（１）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　　　１７．６　質量％
（２）メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　　　５
（３）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　　　３
（４）イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　１
（５）キャンデリラロウ　　　　　　　　　　　　　　　２
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（７）シリコーン処理微粒子酸化チタン　　　　　　　１０
　（平均粒子径：０．０３～０．１μｍ、三好化成社製酸化チタンＳＡＳ－０１５）
（８）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　６
（９）パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（10）２－アルキルーN-カルボキシメチルーN－
　　　　ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン　　５
　　　　　(純分３０％)
（11）イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　　　５０
【００５７】
（製造法）
　実施例１と同様にして製造した。
【００５８】
実施例８　水中油型乳化化粧料（プロテクター）
（１）デカメチルシクロペンタシロキサン　　　　１７．６　質量％
（２）メチルポリシロキサン　　　　　　　　　　　５
（３）パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル　　３
（４）イソステアリン酸　　　　　　　　　　　　　１
（５）キャンデリラロウ　　　　　　　　　　　　　２
（６）塩化ステアリルトリメチルアンモニウム30％水溶液　０．１５（純分換算）
（７）シリコーン処理微粒子酸化チタン　　　　　１０
　（平均粒子径：０．０３～０．１μｍ、三好化成社製酸化チタンＳＡＳ－０１５）
（８）１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　６
（９）パラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
（10）２－アルキルーN-カルボキシメチルーN－
　　ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン　　５
　　(純分３０％)
（11）イオン交換水　　　　　　　　　　　　　　５０
（12）トウツバキ種子油　　　　　　　　　　　　　０．１
【００５９】
（製造法）
　実施例１と同様にして製造した。
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